
  新潟県中小企業家同友会障がい福祉研究部会 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜参加申し込み                        7/23(木)までにお申し込み下さい＞＞＞＞ 

氏 名 会社名 役 職 

   

   

お申し込みは・・・新潟県中小企業家同友会事務局 まで 

FAX.025-286-8025 E-mail.info@niigata.doyu.jp 
 
★新潟県中小企業家同友会は経営者・後継者・経営幹部が「よい会社・よい経営者・よい経営環境」をめざし、真剣に本音で

学びあう会です。県内 9 支部、他、委員会や部会活動も行っております。ご関心のある活動には、お気軽にご参加下さい。 

■■■■日時日時日時日時■■■■    ２０１５２０１５２０１５２０１５年年年年７７７７月月月月２８２８２８２８日日日日((((火火火火))))    

１８１８１８１８::::３３３３００００～～～～２０２０２０２０::::３０３０３０３０    

■■■■会場会場会場会場■■■■    新潟新潟新潟新潟国際情報大学国際情報大学国際情報大学国際情報大学中央中央中央中央キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス    ６６６６FFFF 会議室会議室会議室会議室    
                                新潟市中央区上大川前通 7 番町 1169 番地   

        ※車でお越しの方は、周辺の有料駐車場をご利用下さい。 

■■■■参加費参加費参加費参加費■■■■    無料無料無料無料    
    

スペシャルオリンピックス（ＳＯ）とは、知的障害者に様々なスポーツトレーニングとその成果の場である競技会を，年間を

通して提供するスポーツ組織です。ＳＯでは，活動に参加する知的障害者をアスリートと呼び，多くのボランティアやアスリ

ートのファミリーが、一緒になって彼らの活動を支えています。ＳＯは，アスリートの健康や体力増進，スポーツスキルの向上

だけでなく、スポーツ活動を通して多くの人々と交流し、アスリートの社会性を育むことを目的としています。また、多くのボラ

ンティアが参加することで，知的障害者に対する理解を広げる機会にもなると考えられています。 
※「パラリンピック」は、主に肢体不自由の身体障害者（視覚障害を含む）を対象としています。 

 

【スペシャルオリンピックスが目指すもの】 

◆アスリートの健康や体力増進、スキルの向上だけでなく、多くの人との交流を通じて彼らの社会性を育むこと 

◆適切な指導と励ましでアスリートが上達し、自立への意識を高め成長していくこと 

◆活動に参加するボランティアがアスリートとのかかわりの中で多くのものを学んでいくこと 

 スペシャルオリンピックスの活動に継続的に取り組むことにより、知的障害のある人たちと地域の人たちとの交流が促進さ

れ、互いを認め尊重し合う、共生社会の実現へとつながっていくと考えています。 

 

 スペシャルオリンピックス日本・新潟 理事長の平山氏と理事の久保田氏（新潟支部会員）より、SO 新潟開催にこめた

想い、現状や事業者へのメッセージをお話し頂きます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▶スペシャルオリンピックスとは・・・？ 

スペシャルオリンピックス（ＳＯ）とは、知的障害者に様々なスポーツト

レーニングとその成果の場である競技会を、年間を通して提供するスポ

ーツ組織です。ＳＯでは、活動に参加する知的障害者をアスリートと呼

び、多くのボランティアやアスリートのファミリーが、一緒になって彼らの活

動を支えています。ＳＯは、アスリートの健康や体力増進、スポーツスキ

ルの向上だけでなく、スポーツ活動を通して多くの人々と交流し、アスリ

ートの社会性を育むことを目的としています。また、多くのボランティアが

参加することで、知的障害者に対する理解を広げる機会にもなると考

えられています。 

世界 170 カ国で 400 万人の知的障害者と 100 万人のボランティア

が、この活動に参加しています。 

※「パラリンピック」は、主に肢体不自由の身体障害者（視覚障害を含む）を対象としています。 

【スペシャルオリンピックスが目指すもの】 

◆アスリートの健康や体力増進、スキルの向上だけでなく、多くの人との交流を通じて 

彼らの社会性を育むこと 

◆適切な指導と励ましでアスリートが上達し、自立への意識を高め成長していくこと 

◆活動に参加するボランティアがアスリートとのかかわりの中で多くのものを学んで  

いくこと 

 スペシャルオリンピックスの活動に継続的に取り組むことにより、知的障害のある人たちと地域の人

たちとの交流が促進され、互いを認め尊重し合う、共生社会の実現へとつながっていくと考えています。 

▶２０１６年冬季ナショナルゲーム 

新潟開催！！ 

２０１６年２月１２日(金)、１３日(土)、１４日(日) 

 新潟大会は、新潟市、南魚沼市を会場とし、全国各地から

アスリートとコーチ合わせて約 1,000 人の選手団、ボランティアや

応援参加者等総勢 10,000 人が集う大規模な大会となりま

す。本大会は、2017 年にオーストリアで開催される「2017 年ス

ペシャルオリンピックス冬季世界大会」の選手選考も兼ねてお

り、世界の大舞台への大切なステップにもなっています。 

▶開会式 

＠朱鷺メッセ 

 （新潟市） 

▶アルペンスキー、スノーボード、クロスカントリースキー、

スノーシューティング＠五日市スキー場（南魚沼市） 

▶ショートトラックスピード、フィギュアスケート＠新潟ア

サヒアレックスアイスアリーナ（新潟市） 

▶フロアホッケー＠朱鷺メッセ 

▶閉会式 

＠南魚沼市民会館・ 

朱鷺メッセ 

  



 
 
 
 
 
 
▶新潟大会の情報や公式ホームページを Facebook や Twitter などの SNS で話題にし、周りの人に紹介しよう！ 

▶You Tube にある関連動画をシェアして伝えていこう！ 

▶大会ポスターを社内・店内に掲示しよう！ 

 

 

▶新潟大会に参加するアスリートが大会に全力で臨めるよう、ボランティアとして運営や準備に関わろう！ 

 ※参加の手順 ①ボランティア募集説明会に申込・参加⇒②ボランティア登録⇒③２回の研修会に参加⇒④本番！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ボランティア募集説明会 日時/９月１２日(土)１３:３０～１５:３０   

会場/新潟国際情報大学新潟中央キャンパス講堂 

                     ※上記説明会に参加できない場合は、担当実行委員の方が個別に説明に伺います。 

 

 

▶T シャツ、トートバッグやピンバッジなどの公式グッズを購入し、大会を支えよう！ 

グッズラインナップ・購入は別紙注文書から！！ 

 

 

▶アスリートに一番力を与えるのは、なんといっても競技会場での応援です。ぜひ会場に足をお運びいただいて、試合に臨むアス

リートの姿勢、イキイキとした表情、会場全体の熱気を分かち合いましょう！ 

障がいの有無を越えて、大会への様々な「関わり方のカタチ」を紹介します。

小さなことからでもアスリートたちの支えになります。自分に合った関わり

方のカタチを見つけ、大会に参加し、一緒に新潟大会を盛り上げましょう！ 

【 ボランティア募集要項（抜粋） 】      

1. 募集期間 2015 年 7 月 1 日(水)～10 月 31 日(土) 

2. 活動期間 2016 年 2 月 12 日(金)・13 日(土)・14 日(日)の 3 日間 

       ※この前後で、開・閉会式、競技会場などの事前設営や片付け業務もあります。 

3. 活動時間 基本的に８時～１８時 

       ※会場・業務により前後する場合があります。宿泊施設では一部夜勤もあります。 

4. 参加資格（以下ア～ウすべてを満たす方） 

  ア．2015 年 10 月 1 日の時点で満 15 歳以上の方。 

  イ．原則 2 日以上活動できる方。 

  ウ．ボランティア募集説明会および後日指定する研修会（12 月と 1 月の 2 回）に参加できる方。 

5. 活動場所 南魚沼市会場（五日市スキー場、南魚沼市民会館）、新潟市会場（朱鷺メッセ、新潟   

アサヒアレックスアイスアリーナ） 

6. 主な活動内容 ア．開・閉会会場 会場設営、式典補助、販売業務など 

          イ．競技会場   会場設営、運営全般、競技補助、販売業務など 

          ウ．宿泊施設   施設内での食事サポート、警備など（夜勤もあり） 等 

7. 費  用 交通費その他活動に係る費用は各自でご負担下さい。 

8. 申込方法 ボランティア募集説明会にてご案内いたします。グループでのお申し込みも可能。 



 

▶個人・企業からの寄付、新潟市・南魚沼市のふるさと応援寄附金（通称「ふるさと納税」）で、スペシャルオリンピックス2016新

潟大会を支援しよう！ 

 

（１）企業協賛・寄付、個人寄付の方法 

 別紙申込書をご記入の上、大会事務局へご送付いただくと共に（郵送・FAX・電子メールのいずれでも可）、指定振込口座

へのお振込みをお願い致します。                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ふるさと納税の方法 

 別紙申込書（新潟市/南魚沼市）をご記入の上、ご送付ください（郵送・FAX・電子メールのいずれでも可）。 

 申込受付後２～４日後に、ご自宅へ「ふるさと応援寄付金納入について」という文書と納入用紙が届きますので、最寄りの

郵便局の「税金取扱い窓口」にてご納入下さい。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ふるさと納税によるスペシャルオリンピックス支援についての問い合わせ先 

[ 新潟市 ] 新潟市障がい福祉課管理係 TEL 025-226-1237 

[南魚沼市] 南魚沼市財政課財政係    TEL 025-773-6671 

 

 

▶法人の寄付金の損金算入について 

 

公益財団法人であるスペシャルオリンピックス日本に寄付金を支出する場合、一般の団体に寄付

する場合に比べ、損金算入限度額が大きくなります。 

 

【公益財団法人に対する寄付金の損金算入限度額の計算式】 

[ 資本金等の額 × 当期の月数／１２ × ３.７５／１０００ ＋ 所得の 

金額 × ６.２５／１００ ] × １／２ 

 

※所得とは、「課税所得」であり、会計上の税引き前当期利益に、会計と税務での差異を調整した金

額になります。 

 

（計算例）資本金等の額２,０００万円、所得の金額１,４００万円、１年決算法人の場合 

[ ２,０００万円 × １２／１２ × ３.７５／１０００ ＋ １,４００万円 × 

  ６.２５／１00 ] × １／２ 

 ＝ ４７万５,０００円（損金算入限度額） 

 

※詳細は、税務署や税理士にご確認ください。 

▶所得税・住民税からの控除を受けるためには・・・ 

■寄附金上限額をご確認ください！ 

前年度の所得税・市民税・県民税の年間合計支払額の２割程度が上限額となります。 

  【総務省ホームページ】上に「寄附金控除額の計算シミュレーション」がございますのでご活

用下さい（「総務省 ふるさと納税ポータルサイト」で検索）。自己負担額が 2,000 円になる

よう寄付額を設定します。 

 

■確定申告が不要になりました！ 

  今までは、確定申告が必ず必要でしたが、「ふるさと納税ワンストップ特例制度」によりその必

要がなくなり、納税しやすくなりました。確定申告が必要な場合もありますのでご注意くださ

い（住宅ローン控除や医療費控除など確定進行をする場合/自営業者や高所得のサラリーマン

などもともと確定申告が必要な方等々） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[申込書] お申し込みされるもののチェック欄にチェックを入れ、ＦＡＸにてお申し込み下さい ＦＡＸ０２５-２８６-８０２５ 

氏名 会社名 

□10/ 4(日) フロアホッケー体験会に参加します （合計     名） 

□10/28(水) 団体ボランティア説明会に参加します （合計    名） 

□10/28(水)の説明会には参加できませんが、団体ボランティア登録します （合計     名） 

こちらの２つの行事に関するお問い合わせは、新潟県中小企業家同友会 事務局（担当：西村）へ 

 
 
 
 

「フロアホッケー」って???・・・直径２０ｃｍのドーナツ型のパックの穴にスティックを指して 

操作し、パックを滑らすようにしてパスやシュートをします。  

フロアホッケーの歴史やルールについての説明を受け、パスや 

シュート練習をし、ＳＯアスリートとのミニゲームを行います！ 

障がい福祉部会員も参加しますので、一緒に参加しましょう！ 

※申込締切：9/30 

 ◆日 時  １０月４日(日)１３：３０～１５：３０ 

 ◆会 場  新潟県立江南高等特別支援学校 体育館 

         新潟市江南区北山 1510   ℡ 025-381-0077 

 ◆持ち物  室内用運動靴  ※運動がしやすい格好でご参加下さい。 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

★この日参加できない方は、別日のプログラムにご参加下さい！障がい福祉研究部会として参加するのは 10/4 のみです。 

10/17(土)クロスパルにいがた ・ 11/1(日)江南高等特別支援学校 ・ 11/21(土)クロスパルにいがた ・ 12/6(日)江南

高等特別支援学校・12/19(土)クロスパルにいがた （時間はいずれも 13：30～15：30） 

 
 
 
 

 ◆日 時  １０月２８日(水)１８：３０～２０：３０ 

 ◆会 場  新潟県中小企業家同友会事務局 

         新潟市中央区高志 1-3-21   ℡ 025-287-0650 

 

新潟県中小企業家同友会障がい福祉研究部会は、団体としてボランティア参加します。一緒に参加

しませんか？おひとりでのお申し込みはもちろん、会社、ご家族、お知り合い等複数でのご参加も大

歓迎です。 

※団体ボランティアの参加資格は「2015 年 10 月 1 日の時点で満 15 歳以上の方」のみです。１日の

みの活動でもＯＫですし、事前研修会への参加も不要です（事前研修会へはチームリーダーその他

希望者のみ参加予定）。 



 

○スペシャルオリンピックス新潟 フロアホッケーの一コマ 
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